





















(証明) 97のnon-atomicityから0のfinite partitionP'があって, A∈P'は
Aざ97で仙)≦+MであるようなものがあるMaxi∈N少,-(A)-0であるよう
なAはMaxi。atA(A)>0であるようなAと合併させる。もちろんA∈P'は





MaXieN Pi(s' )ミ 1=2M 
になったら合併を中止する。すると





て，上の手順で Q の一つの partitionP"ができる。 P"の元で MaXieNPi(s) 
~ _1_であるものの個数は MaXieNρ(.1)くであるものの個数より大で2 M.. LAJ ~aJ U .../"./ 1 1t!.I~'o... -'F.A. ... AtEN Yt \~J .. 2 M 









= 2 2M 
4 n~ 1 
一一三ーミお(.1) 証了。. M'=M 
(2.4)補助定理.況を rou1ette，B 1 ， ・，Bnを events，0くαく1，え>1と
4n 
する。正整数M と，P(~ ， M.一一)が存在して，その中からL=(MαJ*個
'M  
の元の組をとり出すと 1-去より大きい比率で
lぇ=ηα(4 n) ~ . 1 |α あ・(si)ーあ(Ansi) I 豆~^ ，."，，¥.，./ +ー




証明。補助定理 (2.3)から正整数 M とP(f'A，κt芳f)が存在し口て，






M =M  
!qi(l1)凶器
4n 
すべての 1EP(!Jl， M， !i)に番号をつけて
11 ， ・，11M 
とする。すると
qi(111 ) +…+qi(I1M) = 0 
である。
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T=(T1，…， TL)は11，…， 11M から L 個の組合せをとる変数とする。 ~T
は組合せについての和を表わす。
q(わ 2=~?=I{qi(T1) +…+qi(TL)} 2， 
V(qi， M， α)=JrZT{qi(Tl) 
Mし L
+…+qi(TL)} 2， 





=かT， q(T)2 .L-.l q(T)'2'>..<2V+ ;CL~T， 
>-LZ A2U 




=A2u--Lz ~L~T. q(T) 2 >A2V 
法志Z戸zむT，qJA(Jふ4あ')2 >刈Aμ2V，比 T の例うち吠で吋qρ(σ即T
数の比率であるo
1 _ 1 ~ . ，? 
:. A-2 >京子T. q ('.I) 2 > A 2 V 






=↓1:r(qj(T 1) 2 +.. +qj(TL) 2 
MしL
+qj(T 1) {qj(T 2) +…+qj(TL) } 
+qj(TL) {qjCT1) +…+qj(TLー d}J
( 4 n) 2 
1:r{qj(T 1) 2 +…+qj(TL) 2} く~L ・L"ji;
である。
一般性を失うことなく
1:7flj(T 1) {qj(T 2) +・ +qj(TL)} 
経営と経済
について考える。たとえば T1=Aぃ T2=A2と固定した場合を考えると
M-2CL-2qj(Al){qj(A2) +…+qj(AM) } 
= -M-2CL-2 ・qj(Al)2




( 4 n) 2 α( 4 n) 2 
V(qj. M， α)豆L.'M; ~玉
故に




A を L個の元の和集合とする。 (2.5)から 1-去より大きい比率で
|かi(Bけ i伽 Bi)1針 l.Pηα(4 n) ~ 
である。
|αお(Bi)-Pi(A nBi) 1 
L 
= laPi(Bi) -MPi(Bi) +MPi(Bり-Pi(AnBi)1 
L 
Z玉|ゆi(Bi)一:.Pi (B i) 1 + 1 ~A" Pi (B i) -Pi (A n B i) 1 
M 
L 
=1α M| ・お(Bi)+IMPi(Bi) -Pi(AnBi) 1 




(2.6)系.!Jlを roulette，B 1 ，…，snを events，0くαく1，~> 0とする。
すると eventA e!Jlが存在して
|αお(Bi)-Pi(A nBi) 1くEである。
(2.7)系.況を roulette，B 1 ， Blを events，Oくαく1，~> 0とする。
すると eventAe況が存在して， 1α-Pi(A) 1 く~すなわち A は~-objec-
2 
tiveで，
|αお(Bj)ーあ(AnBj) 1く!for i= 1 ，…， n， j= 1，…， 1である。
2 
証明. (ρ1 (Q)，…， Pn (Q)，ρ1 (Bl)，…， Pn (B 1)，…， ρ1 (Bl)，…，九
(Bl) ) 
=(1，… 1 ，ρ1 (Bl)，…， Pn(Bl)， ρ1 (Bl)，…， Pn (Bl))に対して
系(2.6)を適用する。 証了。
(2.8)補助定理.jeNとし，ajを Sjの分布とする，E> 0に対して，jは
~-objective mixed strategy Sjですべての SjeSjに対して
IPi(Sj=巧)ーσ'/Sj)1くE
であるものをもっ。
証明.σ'j(Sj)> 0なるごりの元号の数 m に関する帰納法による。
BljをAssumptionI (Aumann 1974)による j-secretな rouletteとする。
するとつぎのことが証明される。
224 経営と経済
(2.9) strategy S1 が補助定理 (2.8)に従うように選ばれることができる
とすると， events {Sj=Sj}は otjにある。
m=lのときは明らかである。 m>lとし，m-1に対して上のことが真
であるとする。
Sj= {si，…， s，m，…}とする。ただし，kくm のとき，そしてそのときだ
け σ'j(S/)> 0 とする。帰納法の仮定により互いに素な ~-objective events B 1 ， 
Bmー 1で ltj(Bk)-σ'j(号f)/(1 -σ，/令fI))1くEであるようなものがある。
系 (2. 7)において ~=øti とおけば B1 ， … ， ßm-1 と独立な ~-objective
j-secret event smで|あ・(sm)ー (1-σ'j(Sj)) 1くEであるようなものがある。
hくm に対して Ak=Bknsm，Am=Q¥sm， k>mに対して Ak=ゆとおけば
すべての hに対してA匂勿jである，SjをS/ω)=s/ if and only ifωεAkと定
義する。すると Sjは (2.9)を満足する。 証了。
(2.10)補助定理 (Aumann(1974)) (ι …， Sn) をn個の strategiesの組
とし， seSとする。そこで，ある ieNを除いては，すべての Sjは mixed
であるとする。すると
お{S=S}=お{Sj=Sj}釘{Sj=Sjfor al j* 1 } 
=ρj{S=S 1}…あ・{Sn=Sn}
(2.11)系 (Aumann(1974). (S1， Sn)は n個の mixedstrategiesの組
であるとする。すると S;は互いに独立である。
(2. 12)定理. Nash equilibrium payoffsの集合は， ~ -objective mixed 
equi1brium payoffsの集合と一致する。
証明.証明は Aumann (1 974) と objective を~-objectiveに置きかえるだ
けで同様にできるので省略する。 証了。
(2. 13) 定義.集合 W が~> 0 に対して ~-convex であるとは o くαく
lと W の元ぁ yに対して W の元 zが存在して
Iz-αxー (1-α) ylくE
となることである。
(2.14)定理.public roulette 況が存在すると仮定する。すると equi1brium
payoffsの集合と feasiblepayoffs の集合は ~-convex である。
ゲームの有限化 225 
証明.最初に equilibriumpayoffsについて考えるo ~を public rouletteと
する。 ~>O ， .(>1， 0くαく 1とする。補助定理 (2.4)において ρ1(A)，…， 
Pn(A) を考える。~> 0 に対して，正整数 M と P(~ ， M，与)が存在して，
その中から L個の元の組をとり出してその和集合を A とずると 1ーがり
大きい比率で |α-pj(A)IくEであり ，AE~であるから ， {Sl=Sl}， …， {ι 
=Sn}とそれらから生成される eventsに対して独立である。
各 playerが playする strategyηをつぎのように定義する:もし Aが起
こったら Sjを playし，そうでなければ tjを playする。云い換えれば iは
与えられた pureSjESjを
(2.15) [A n {Sj=Sj} ] U [(Q¥A)円{tj=Sj}] 
が起こったとき，そしてそのときだけ playする。すると (2.15)はσ-field
仇に含まれるから strategyである。 rが equi1briumpointであることは容
易に証明される。
h=MaxsESlh(s) I 
とする。 {Sl=S 1}，…， {tn=Sn}から生成される Q の partitionを考えると
A はそれらに対して独立であるから
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